
平成 30 年度  

新潟市新バスシステム事業評価委員会

開業 3 年間(H27.9～H30.8) 
事業評価（中間評価） 資料編

評価指標実績データ

本資料は新潟市と新潟交通㈱による運行事業協定に基づいた事業が対象の内容です。

新潟市が取り組む区バス・住民バスや、それ以外の乗合バス事業を営む会社の事業は

対象となっていません。



開業３年間の確認
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評価指標 

実績データ

運行事業協定に基づく運用 

【確認事項】運行事業協定で計画値として定めた年間走行キロ数の下限値である 957.7

万 km/年を上回っているかについて確認します。 
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■データ等からの考察

○開業 3年目も年間走行キロ数が計画値※である 957.7 万 km/年を上回っており、

開業以降 3年間全ての年度において、計画値を上回った。

※計画値は、市と新潟交通㈱が締結した運行事業協定において、バスサービスの低下に歯止めをかけ

るため、年間走行キロ数の下限値を定めたもの。 

■データ等

事業性/事業の適正な運営

図 開業前後での年間走行キロ数の変化 

【指標から見えること】 

○本事業を取り組むにあたって市と新潟交通㈱で締結した「新バスシステム事業にかかる運

行事業協定」において定められた、年間走行キロが 957.7 万 km/年以上になっていること

を確認しています。 

※計画値として運行事業協定で定めた年間走行キロ数は、事業開始前年度のキロ数を前提と

しています。 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

約 7.9 万 km/年 

（約 0.8％）増加

約 7.9 万 km/年 

（約 0.8％）増加 

計画値 

約 6.9 万 km/年 

（約 0.7％）増加
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開業３年間の確認

2 

評価指標 

実績データ

新潟市内のバス利用者 

【確認事項】新潟市内の年間バス利用者数について確認します。 

■データ等からの考察

○年間バス利用者数は、開業以降 3 年間、いずれも前年を上回っており、増加傾向を維

持している

 （1年目：20,005 千人/年 2 年目：20,798 千人/年 3 年目：21,344 千人/年）。 

■データ等

図 開業前後での年間バス利用者数の変化（乗り換え利用等補正後） 

※乗り換えによる 2重計上の補正あり 

※日数調整の補正あり 

事業性/事業の適正な運営

 開業１年目 開業２年目 開業３年目 

年間バス利用者数 ２２,９１４千人 ２３，４８９千人 ２４，０２６千人 

増減（前年との比較） - ＋５７５千人 ＋５３７千人 

伸率（前年との比較） - ＋２．５％ ＋２．３％ 

上表 開業後の年間バス利用者数の変化 

（乗り換え利用等の補正なし・国道 8号路線（大野・白根線等）を含む） 

※日数調整による補正あり 

データ元）路線別利用者数（新潟交通㈱HPより） 

データ元）路線別利用者数（新潟交通 HPより） 

国道８号路線(大野・白根線等)は開業前のデータが無いため、本比較においては含めていない。 

国道８号路線(大野・白根線等)を含む 
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約 943 千人/年 

（約 4.7％）増加

約 150 千人/年 

（約 0.8％）増加

約 1,489 千人/年

（約 7.5％）増加



開業３年間の確認
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評価指標 

実績データ

萬代橋断面のバス乗車密度 

【確認事項】萬代橋断面でのバスの乗客密度から、輸送効率の状況を確認します。 

■データ等からの考察

○萬代橋断面におけるバス乗車密度は、開業以降 3 年間全てにおいて、開業前と比べ 1

便あたり 6 人以上増加しており、バス路線の集約や連節バスの導入によって、輸送効

率が高まっている。

■データ等

図 萬代橋断面のバス 1台あたりの乗車密度（平日） 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

■集計対象路線 
【開業前】 

・りゅーとリンク/寺尾線/大堀線/流通センター線/ 
・西小針線/有明線/鳥屋野線/信濃町線/浜浦町線 
・女池線/長潟線/松浜線/河渡線/旧 7号線/旧 49 号線 

【開業後】 
・萬代橋ライン（寺尾線・大堀線直通含む） 
・西小針線/有明線/鳥屋野線/信濃町線/浜浦町線 
【ダイレクト便等】 
（女池線/長潟線/空港・松浜線/河渡線/牡丹山線等） 

ＢＲＴ／ＢＲＴの事業運営状況

【指標から見えること】 

○まちなかで重複していた路線の集約を図ることによる運行の効率化を、１便当たりのバス

乗車密度から輸送効率が適度に高まっていることにより確認しています。 

（参考）バス車両の定員 

○一般ノンステップバス 

  定員 75 人（三菱製） 

  座席 33 席 

○連節バス「ツインくる」 

  定員 116 人 

  座席 46 席 
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開業３年間の確認
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評価指標 

実績データ

ＢＲＴ区間におけるバス利用者数 

【確認事項】ＢＲＴ区間におけるバス利用者数の動向について、乗り換え利用者数の影

響を除いて確認します。

■データ等からの考察

○開業当初は減少したものの、その後は増加傾向を維持している

 （1年目：5,611 千人/年 2 年目：5,976 千人/年 3 年目：6,051 千人/年）。 

■データ等

ＢＲＴ／ＢＲＴの事業運営状況

図 ＢＲＴ区間のバス利用者数 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

※バス乗り換え拠点である新潟駅前、万代シテイ、市役所前、青山を除く 

※日数調整による補正あり 
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約 215千人/年増加 

（約+3.7％）

約 150 千人/年減少 

（約-2.6％）

約 290千人/年増加 

（約+5.0％）



開業３年間の確認
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評価指標 

実績データ

ＢＲＴ区間内におけるバス停別利用者数 

【確認事項】ＢＲＴ区間における各バス停の利用者数の動向について、乗り換え利用者

で大幅に増えたバス停を除いて確認します。 

ＢＲＴ／ＢＲＴの事業運営状況

■データ等からの考察

○白山浦から関屋大川前間での、開業後におけるバス停利用者数の増加が確認されてい

る。特に白山駅前、第一高校前のバス利用者が大幅な増加傾向にある。 

■データ等

図 ＢＲＴ区間内におけるバス停別利用者数 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

※新潟駅前、万代シテイ、市役所前、青山を除く 
※「鏡淵小学校前」は「白山浦（1丁目）」に統合、「関新三丁目」は廃止 
※日数調整による補正あり 

【指標から見えること】 

○本事業によりＢＲＴ区間の各バス停別の利用者数の変化を確認することで、ＢＲＴによる

変化についての基礎資料とします。 
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開業３年間の確認
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評価指標 

実績データ

ＢＲＴの定時性 

【確認事項】ＢＲＴの定時運行の状況について確認します。

※H30.1 は、大雪の影響でダイヤの乱れが多く生じた 
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ＢＲＴ／ＢＲＴのサービス内容

■データ等からの考察

○開業直後は開業前よりも定時性が低下していたが、平成 27 年 12 月 16 日のダイヤ改正

以降ＢＲＴ（萬代橋ライン）は幹線路線として求められる高い定時性を確保している。

■データ等

図 定時運行にむけた目標達成率の比較 

データ元）「時間通りに走る」バスへの取り組み（新潟交通㈱HPより） 

※比較は開業月とダイヤ改正毎 2ヶ月後 
※目標達成率：時差が 3分未満のバス停割合 

【指標から見えること】 

○ＢＲＴによるサービス強化の一つとなる信頼度につながる定時性について、全路線合計値

と比較して確認します。 

新潟交通㈱では、バス停発車予定時刻の「時差３分未満」を目標達成率として定時運行

にむけた目標値に設定しているため、この目標達成率を定時性の目安とする。 

平成 27 年 12 月 16 日のダイヤ改正から定時性が向上 



開業３年間の確認

7 

評価指標 

実績データ

ＢＲＴの速達性 

【確認事項】ＢＲＴの速達性について、バス停区間別の旅行速度を確認します。

■データ等からの考察

○開業 3 年間で、通常便の平均旅行速度は横ばいであったが、区間時分の見直しにより

快速便の平均旅行速度は約 7.5%向上した。 

○2 年目は速達性向上に向けた取り組みとして、専用走行路の設置を目指し、路上バス

停を設置した社会実験を実施した。 

■データ等

図 ＢＲＴ（萬代橋ライン）の平均旅行速度の推移および 3年目の区間別旅行速度 

※集計期間：各年 6月の平日 ※深夜便は対象外 ※停車時間・待ち時間含む 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

ＢＲＴ／ＢＲＴのサービス内容

【指標から見えること】 

○ＢＲＴの公共交通としてのサービスの観点から、速達性についてバス停間の旅行速度を確

認しています。 
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開業３年間の確認

8 

評価指標 

実績データ

バス停（駅）や車両の分かりやすさ 

【確認事項】バス利用者にとって分かりやすく、便利で快適な公共交通とするために導

入した、高い明示性を発揮するトータルデザイン（一連の行動をデザインを通じて結び

つけること）の効果を確認します。

ＢＲＴ／ＢＲＴのサービス内容

■データ等からの考察

○新たに整備したバス停施設の評価は「良い」とする意見が多い。 

○ＢＲＴ（萬代橋ライン）の一般バスのわかりやすさ、快速便の停車バス停の情報などは

さらなる改善が必要。 

■データ等

上表 新潟市を来訪した他県のバス事業者（４社）の意見（開業 2年目アンケートより） 

【指標から見えること】 

○ＢＲＴの公共交通としてのサービスの観点のうち、“分かりやすさ”について、ＢＲＴに

取り入れたトータルデザインの効果を確認しています。 

施設 「良い」とする意見 「改善を要す」とする意見 

車両 

・連節バスはシンボリックであり、朱色

が際立つ。 

・BRT（萬代橋ライン）を運行する一般バスは工夫され

ているが、他路線を運行するバスと瞬時に判別するこ

とが困難。 

・快速便と普通便の区別が難しい。 

結節点 

・BRT の「新潟駅前」は他のバス停と分

離されており、特別感がある。 

・「市役所前」はしっかりと整備されて

いる。 

・「青山」は商業施設と連携した良い例。 

・「青山」は乗り換え距離が長くバス停としての統一感

が少ない。 

BRT 駅 

(バス停) 

・朱色で統一されたバス停表示は分かり

やすい。 

・快速便と普通便が同デザインのバス停に停まることが

分かりづらい。 

案内表示 

・遠方から初めて来ても迷わずにバスを

利用できた。 

・デザインに統一感がある。 

・「青山」、「市役所前」、「新潟駅前」に限らず、ＢＲＴ

快速便が停車する停留所に運行情報があると良い。 

・BRT に比べ、その他路線が旧来のままで分かりづらい。

参考 ≪開業 3年間の取り組み：カラー式行先表示機（新型車両）の導入≫ 

（従来） 

萬代橋ライン（ＢＲＴ）一般バスのわかりやすさの向上 
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評価指標 

実績データ

ダイレクト便及び乗り換えが必要な便の平均乗車人数 

【確認事項】乗り換え便とダイレクト便の平均乗車人数の状況を確認します。

■データ等からの考察

○ダイレクト便運行路線において、乗り換え便の伸び率が大きいものの、乗り換え便、

ダイレクト便ともに増加していることから、どちらかへ片寄るのではなく、利用者が

個々の行動目的によって使い分けをしていると考えられる。 

■データ等

バス路線再編／乗り換えの導入 

【指標から見えること】 

○ＢＲＴ開業により生じた乗り換えの定着について、乗り換えが必要な乗り換え便と乗り換

えが不要なダイレクト便の 1便あたりの平均乗車人数を、増減の伸率により確認します。

データ元）新潟交通㈱提供資料 

【ダイレクト便(便あたり)】【乗り換え便(便あたり)】

図 乗り換え便とダイレクト便の平均乗車人数の伸率 

※H28.2 を 1.00 としたとき 

参考 ≪H28.3 ダイヤ改正により増便したダイレクト便の利用状況≫ 

データ元）新潟市調査 

※H30 年 11 月に 2 日間(8:00～21:00)調査した
結果を基に作成 
※ＢＲＴ区間（新潟駅～青山）への乗り入れ地
点における車内乗車人数 
<調査対象>空港・松浜線、河渡線、牡丹山線 
      女池線、長潟線、大野・白根線 
※カッコ内は調査した便数 

・朝夕は高校生やビジネス客の利

用が多く、日中は高齢者の利用

が多い 

・日中は半数以上の便の乗車人数

が 10 人以下 
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H28.2 H28.6 H29.6 H30.6
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1.0 1.18
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【時間帯別の車内乗車人数】 
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8時台(44)
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14時台(19)

15時台(14)

16時台(16)

17時台(29)

18時台(24)

19時台(20)

20時以降(14)

5人以下 6人～10人 11人～15人 16人～20人 21人～30人 31人以上
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評価指標 

実績データ

鉄道との接続性 

【確認事項】鉄道と路線バスとの接続状況を確認します。

■データ等からの考察

○白山駅においては、開業以降 3 年間、接続時間 10 分以内の割合が平日は 80％以上と

なっており、鉄道とＢＲＴ(萬代橋ライン)の乗り換え時間が考慮され、結節点機能は

高いといえる。 

○開業 3 年間で駅前広場に新たに路線バスが乗り入れるなど、鉄道との乗り換えやすさ

が向上しており、乗り入れ本数の多い白山駅前では利用者が増加している。

■データ等

ＢＲＴ(古町方面)→JR 越後線(内野駅方面) 

※乗り換えのための移動時間を 5分と設定 

バス路線再編／乗り換えの導入 

JR 越後線(内野駅方面) →ＢＲＴ(古町方面) 

上表 白山駅の JR 越後線とＢＲＴ（萬代橋ライン）の乗り換え接続時間 

データ元）時刻表（新潟交通㈱・JR東日本㈱HPより） 

 接続時間 10 分以内の割合 平日 休日 

１年目（Ｈ２８．８） 86.8% 75.9% 

２年目（Ｈ２９．８） 86.8% 65.4% 

３年目（Ｈ３０．８） 84.9% 67.3% 

・内野駅(H29.3～) ・亀田駅(H29.3～)

[乗入路線] 
大堀線・黒鳥線 

[乗入路線] 
亀田・横越線・長潟線 

図 白山駅前バス停の利用者数と新たに路線バスが乗り入れた駅前広場 

 接続時間 10 分以内の割合 平日 休日 

１年目（Ｈ２８．８） 80.4% 73.6% 

２年目（Ｈ２９．８） 80.4% 86.0% 

３年目（Ｈ３０．８） 80.4% 78.0% 

○今後は、乗り入れ本数の増加等により、利便性の効果を拡大させていく必要がある。 

・白山駅(開業時～)

[乗入路線] 
BRT(萬代橋ライン) 

大野・白根線・青陵ライナー 

4.6 

21.5
24.3

27.7
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【開業前】

（H26.9～H27.8）
【開業1年目】
（H27.9～H28.8）
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（H28.9～H29.8）

【開業3年目】
（H29.9～H30.8）

白
山
駅
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ス
停
の
利
用
者
数

[千人/年]

データ元）新潟交通㈱提供資料 

※日数調整による補正を行っている。 

平日は 80％以上、休日は 65％以上を確保 
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評価指標 

実績データ

乗り換え地点におけるバス同士の接続性 

【確認事項】青山結節点でのＢＲＴと郊外線のダイヤ上の接続状況を確認します。

■データ等からの考察

○青山結節点においては、ＢＲＴから郊外線への乗り換えおよび郊外線からＢＲＴへの

乗り換えともに、待ち時間はほとんどの便で 10 分以下、すべての便が 15 分以下の乗

り換え時間となっており、バス同士での乗り換え時間の改善が図られている。 

■データ等

上表 ＢＲＴ（萬代橋ライン）と郊外線の乗り換え時間【青山・平日】 

バス路線再編／乗り換えの導入 

データ元）時刻表（新潟交通㈱より） 

乗り換え時間の割合 1～3 分 4～5 分 6～10 分 11 分～ 最大乗り換え時間 

１年目（Ｈ２８．８） 12% 22% 65% 1% 16 分 

２年目（Ｈ２９．８） 13% 20% 66% 1% 11 分 

３年目（Ｈ３０．８） 8% 20% 69% 3% 12 分 

「ＢＲＴ→郊外線」の乗り換え時間 

乗り換え時間の割合 1～3 分 4～5 分 6～10 分 11 分～ 最大乗り換え時間 

１年目（Ｈ２８．８） 15% 18% 64% 3% 24 分 

２年目（Ｈ２９．８） 18% 19% 61% 2% 13 分 

３年目（Ｈ３０．８） 18% 19% 61% 2% 13 分 

「郊外線→ＢＲＴ」の乗り換え時間 

-11 分 

-4 分 
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評価指標 

実績データ

乗り換え地点における各方面別の乗り換え人数（まち割 60 適用者数） 

【確認事項】乗り換え人数について、まち割 60の適用者数の推移を確認します。

■データ等からの考察

○H28.4 以降は、適用者数・割合ともに大きな変化は無いことから、乗り換え利用は定

着してきているといえる。 

○H28.4 以降は、まち割 60 適用者数は 50,000 人/月程度（全利用者に占める割合約 3％）

に低下しているが、これは H28.3.26 のダイヤ改正により、ダイレクト便が増便された

ことに伴い乗り換えをする人が減少したことが要因として考えられる。 

■データ等

9月 5日 
開業 

図 まち割 60 適用者数の推移 

（全路線計） 

※H27.9 は 9月 11日～9月 30 日のデータ 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

※ 

バス路線再編／乗り換えの導入 

【指標から見えること】 

○ＢＲＴ開業により生じた乗り換えの定着について、乗り換えによってまち割 60 が適用さ

れた利用者数及び割合について確認しています。 

※「まち割 60」とは、新バスシステム開業によって新たに乗り換えが必要となった路線に 

ついて、一定条件のもとで乗り換えても開業前と同様の運賃となるよう 2乗車目の精算時

に割り引かれる新潟交通㈱の運賃サービスのこと。 
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評価指標 

実績データ

乗り換え地点の課題 

【確認事項】乗り換え地点における課題を確認する。

■データ等からの考察

○開業 3年間で乗り換え地点の課題解消が図られてきたが、さらなる利便性向上に向け、

引き続き改善に取り組む必要がある。 

■データ等

図 乗り換え地点の課題に関する意見（まとめ）と対応 

バス路線再編／乗り換えの導入 

■市役所ターミナル 

一部、雨に濡れる箇所がある。(A) 

■対応済 

(A)庇を設置（2年目） 

■情報案内 

バスロケーションシステムの無線が入りにくく、す

ぐに調整中になる。(D) 

視覚障害を持っており、音声案内を加えてもらいた

い(E) 

■青山交通結節点 

青山を乗り換え地点にしたのだから、冬季のみので

はなく、年間を通して待合室を設置すべき。(B) 

イートインスペースやチャージ機の場所がわかりに

くい。(C) 

■対応予定 

(B)年間を通した待合室を設置（3

年目） 

■検討中・協議中 

(G)乗り換えに対応した掲示物の設

置

■バス運行 

路線図やＢＲＴの快速便について分かりやすく掲示

してほしい 

BRT と乗り継ぎバスの接続についても改善してもら

いたい。(F) 

各結節点やバス停で乗り継ぎの情報提供をしてもら

いたい。(G)

主な意見・課題 

■未対応 

青山バス停で屋根の外にベンチがあるので雨の時は使えない。 

冬場の快適なバス待ちのため，ホームドアを設置してほしい。 

朝の新潟駅の乗り場では、駆け込み乗車が多すぎて、定時に発車できてない。自動音声と発車メ

ロディを導入したらどうか。 

青山バス停に関しては、早期に本格的に雨風(雪)を避けられるようなバスターミナルの整備を進

めてほしい。 

パーク＆ライド施設を整備してほしい。 

コンビニやカフェなど時間を活用できる施設がほしい。 

■検討中・協議中 

(F)市役所ターミナルと青山に設置

した乗継ぎ支援システムの運用 

■対応済 

(C)結節点、イートインスペースの

マップを掲示（1年目） 

■対応済 

(D)アンテナ位置等の調整（3年目） 

■対応済 

(E)接近情報の音声案内を設置・強

化（3年目） 

■対応済 

掲示物の設置・強化(3 年目) 
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評価指標 

実績データ

郊外路線・新設路線におけるバス利用者数 

【確認事項】郊外路線と新設路線の利用者数の変化について確認します。 

■データ等からの考察

○多くの郊外路線、新設路線で開業 3 年目も利用者数が増加しており、開業以降 3 年間

では堅調に増加傾向にある。 

■データ等

（新バスシステム開業前後で経路変更がなく、且つ他の路線と重複運行がない区間） 

バス路線再編／再編による効果 

※日数調整の補正あり 

※H27年 9月は 5日から 30日の集計

データ元）新潟交通㈱提供資料 

図 郊外路線の年間バス利用者数の推移 

空港・松浜線（山ノ下中学前～松港橋）

河渡線（長者町南以東）

大堀線（小針５丁目～坂井村上下）

牡丹山線・竹尾線（月見橋～牡丹山三差路）

寺尾線（小針小学校前～上坂井）
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空港・松浜線 

河渡線 

大堀線 

牡丹山線・竹尾線 

寺尾線 

図 開業３年間の方面別年間バス利用者数の推移 

市内中心部：Ｃ系統(県庁線、浜浦町線、八千代橋線等) 南新潟方面：Ｓ系統(長潟線、鳥屋野線、女池線等) 

西新潟方面：Ｗ系統(西小針線、有明線、大野・白根線等) 東新潟方面：Ｅ系統(空港・松浜線、河渡線、大形線等)

※H27 年 9月は 5日から 30日の集計

データ元）バス停別利用者数（新潟交通㈱HPより）
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※H27 年 9月は 5日から 30日の集計

データ元）バス停別利用者数（新潟交通㈱HPより）

図 開業時に新設した路線の年間バス利用者数の推移 

開業時に新設した路線：５路線（柳都大橋線、新大病院線、千歳大橋線、青山循環線、芋黒線）
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評価指標 

実績データ

運賃収受の円滑性（運賃支払い方法の内訳） 

【確認事項】運賃支払いの円滑性について、運賃精算手法の動向を確認します。

25.8% 24.1% 19.9% 17.2% 16.9%

65.4% 65.4% 69.2% 71.3% 69.9%

8.1% 9.8% 10.4% 11.1% 12.9%
0.6% 0.7% 0.5% 0.4% 0.3%
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40%
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80%

100%

H26.6 H27.6 H28.6 H29.6 H30.6

バスカード

Suica等

りゅーと

現金

精
算
割

合

■データ等からの考察

○H30.6 時点で、現金精算に比べて精算時間が有利な IC カード（りゅーと、Suica 等）

の精算割合は 8割を超えている。 

○IC カードの精算割合は、毎年増加傾向となっている。 

■データ等

図 運賃支払いの精算割合の推移 

りゅーとの 

流通枚数が増加 

新バスシステム 
開業（H27.9） ※精算割合は利用者数ベース 

※黄色の丸の数値は ICカードの精算割合の変化 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

りゅーと 
流通枚数 
累計 

120,842枚 

りゅーと 
流通枚数 
累計 

149,644枚 

りゅーと 
流通枚数 
累計 

106,759枚 

バス路線再編／再編による効果 

りゅーと 
流通枚数 
累計 

175,551枚 

開業前 開業後 

【指標から見えること】 

○定時性、速達性の観点から、円滑な運賃収受による乗降時間の短縮にむけ、IC カードの

利用状況について確認しています。 

＋1.6％ 

りゅーと 
流通枚数 
累計 

191,967枚 

＋2.8％ ＋4.4％ ＋0.4％ 
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評価指標 

実績データ

まち割 60 適用回数のうち、りゅーと利用回数とのりかえ現金カード利用回

数の内訳 

【確認事項】まち割 60 の適用回数と、そのうちののりかえ現金カードの適用回数の状

況を確認します。 

■データ等からの考察

○開業直後と比較すると、乗り換え割引「まち割 60」適用のうち、のりかえ現金カード

利用者は減少傾向となっており、降車時間の短縮化につながる IC カード「りゅーと」

利用の割合が微増している。

■データ等

図 まち割 60 適用回数のうち、のりかえ現金カード利用回数と占める割合 

 データ元）新潟交通㈱提供資料 

データ元）新潟市への申し込み状況 

バス路線再編／再編による効果 

※H27 年 11月は 1日，12日，26日の 3日間の推計値 

開業前

(～H27.8)

開業 1年目

(H27.9～H28.8)

開業 2年目

(H28.9～H29.8)

開業 3年目

(H29.9～H30.8)

発行枚数（枚） 1,267 3,164 112 71

上表 のりかえ現金カード 発行枚数 

【指標から見えること】 

○定時性、速達性の観点から、円滑な運賃収受による乗降時間の短縮に資する、IC カード

「りゅーと」の利用状況について確認しています。 

※「まち割 60」とは、新バスシステム開業によって新たに乗り換えが必要となった路線に 

ついて、一定条件のもとで乗り換えても開業前と同様の運賃となるよう 2乗車目の精算時

に割り引かれる新潟交通㈱の運賃サービスのこと。 

※サービス適用は、現金や Suica 等による精算でも、市が発行する「のりかえ現金カード」

を併用することで適用となるが、IC カード「りゅーと」を利用した方が精算時に一回の

カードタッチで降車が可能のためスムーズな乗降が可能。 
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評価指標 

実績データ

バスの運行本数 

【確認事項】新バスシステムの取り組みの効果である、バスの運行本数を確認します。

■データ等からの考察

○開業前と比べて開業 3 年間は、バスの運行本数は増加している。また、ダイレクト便

の本数は H28.3 以降同程度となっている。 

■データ等

図 ＢＲＴ（萬代橋ライン）を除く運行本数とダイレクト便本数の推移

※H29.3 以降ダイヤ改正によるＢＲＴ（萬代橋ライン）大堀線・寺尾線直通はダイレクト便として算入。 

 データ元）時刻表（新潟交通㈱HPより） 
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評価指標 

実績データ

まちなかの動向 

【確認事項】まちなかのバス利用者数とまちなかへの影響の関連性を確認します。

■データ等からの考察

○歩行者通行量に大きな変化はみられないが、まちなかの開発等も控えていることから、

今後も動向を注視していく必要がある。 

■データ等

図 古町・本町バス停利用者数と古町周辺地区歩行者通行量の推移 

※歩行者通行量は 10月第 3土曜日の日中 9時間、11地点の合計。 

 データ元）新潟交通㈱提供資料 
      歩行者通行量調査（新潟市商店街連盟） 
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評価指標 

実績データ

情報案内システムの利便性 

【確認事項】ＢＲＴ導入に伴い、設備の高度化を図った情報案内システムの利便性を確

認します。 

■データ等からの考察

○バスロケーションシステムを備えた情報案内や、時刻・運賃検索システム（スマート

デバイス向け経路検索システム）の改善により利便性が向上しており、利用件数も大

雪により公共交通が大幅に乱れた際にアクセス数増加するなど効果を確認できる。 

■データ等

図 開業３年間で利便性の向上を図った取り組み事例 

図 時刻・運賃検索システムＴＯＰページのアクセス数 

←時刻・運賃検索システムのＴＯＰページに「バス接近

情報」と「発着時刻表」のタブを新たに追加 

【指標から見えること】 

○ＢＲＴの特色のひとつである設備の高度化について、バスロケーションシステムを備えた

乗換案内や経路検索システムの利便性について確認します。 

↑快速便の精度向上 ／ 吊り下げ案内板の

バスロケーションシステムに複数台のバスを

表示できるように改善 
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 データ元）㈱ナビタイムジャパン提供資料 
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評価指標 

実績データ

公共交通に関する市民の意識 

【確認事項】公共交通に関する市民の意識変化について市政世論調査より確認します。

■データ等からの考察

○開業以降、今後力を入れてもらいたい項目として「公共交通の充実」との回答が非常

に高くなっている状況が確認できる。 

○良くなっているものの項目として「公共交通の充実」は、開業 2 年目で落ち込んだも

のの、開業 3年間では開業前と変わらない状況が確認できる。 

■データ等

【指標から見えること】 

○新バスシステムの導入による公共交通に対する市民の意識の高まりが確認できます。 

≪新潟市として良くなっているもの≫ ≪新潟市として今後もっと力を入れてもらいたいもの≫ 

図 新潟市の市政世論調査のうち「公共交通の充実」と回答したもの 

（全３３項目 項目例：高齢者福祉・防災対策・学校教育・まちなかの活性化・観光の振興） 

 データ元）市政世論調査（新潟市） 
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